
研修ワークショップ  in  神奈川

病気や障がいのある子どもの「きょうだい」の支援を
ひろげてつながるための、

シブリングサポーターとは

こんな方々におすすめです

参加してくださった方々の声

  2021年
  11.20

(土)

問い合わせ
sibtanev@

yahoo.co.jp

シブリング（sibling）は「きょうだい」という意味の英単語。
「シブリングサポーター」は、病気や障がいのある子どもの「きょうだい」の応援団です。
(2021年8月現在、24都道府県で32回開催し、1,007名の方が研修を修了されています）
サポーターミーティング等を通して、情報交換やスキルアップを目指しています。

・テキストに書かれている言葉の一つ一つがとても大切で重要なことばかりで、大きな価値を   
  感じます。(特別支援学校教員)

・知るのと知らないのとではこんなに違うんだなあと思い、どんどん広めていきたいと思いま
  した。（教員）

・医療者としての目線から、どんなきょうだい支援ができるか考える機会になりました。(看護師)
・自分のことをわかってもらえた気がしました。（大人になったきょうだい）
・楽しく学べました！体験するだけでなく、注意点や心がけていることをしっかり聞けてよかっ
  たです。(学生)

きょうだい支援の活動を始めたいのだけど…
お仕事の中で出会う「きょうだい」が気になっている
病気の子どもじゃなくてきょうだいにも応援が必要なの？

http://www.kokuchpro.
com/event/ssw21kana/

お申し込みはこちら↑
こくちーずプロのページから

共催
神奈川県立こども医療センター

ボランティア団体
オレンジクラブ

認定NPO法人
スマイルオブキッズ

NPO法人しぶたね

9：30～12：30
定員 50名 / 参加費 2,000円 
ただくこともできます。お問い合わせください。オンライン会議システムZoomを使います

（Zoomの使用料は無料ですが通信料はご負担ください）

申込締切：11月14日（日）
※参加費のお振込みは11/15午前までにお願いいたします。

講義「きょうだいの気持ち（講師 ： NPO法人しぶたね理事長 清田悠代）」と、グループワークを通して、
病気や障がいのある子どものきょうだいの持ちうる悩みや思いについて学び合います。
テキスト、修了証ピンバッジ、ステッカーつき。修了された方はシブリングサポーターとして認定されます。

座学+グループワーク
オンラインあそび体験のおまけつき


